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［
解
説
］ 

・
本
稿
は
、
徳
山
高
専
に
お
け
る
の
四
年
次
選
択
科
目
の
講
義
用
資
料
と
し
て
、
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

・「
遠
石
記
」
は
、
宝
永
三
年
刊
の
『
徳
山
名
勝
』
に
収
録
の
漢
文
で
書
か
れ
た
文
章

で
、
徳
山
藩
第
三
代
藩
主
の
毛
利
元
次
が
自
ら
記
し
た
、
遠
石
八
幡
宮
を
取
り
巻
く

佳
景
と
そ
の
祭
礼
の
賑
や
か
さ
を
称
賛
す
る
文
章
で
あ
り
、
宝
永
二
（
一
七
〇
四
）

年
八
月
に
遠
石
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

・
本
文
は
、
周
南
市
立
図
書
館
のW

E
B

サ
イ
ト
の
、
郷
土
資
料
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
中
央

図
書
館
所
蔵
画
類
に
『
徳
山
名
勝
』(

見
開
き
写
真
版 

全
二
十
四
ペ
ー
ジ)

と
し
て
公

開
さ
れ
て
い
る
も
の
に
基
づ
き
、『
徳
山
市
史
史
料
』
全
三
冊
の
、
上
冊
六
六
三
ペ
ー

ジ
下
〜
六
六
四
ペ
ー
ジ
上
、
下
冊
四
〇
八
ペ
ー
ジ
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照

し
た
。
な
お
、
今
回
の
訳
注
に
あ
た
っ
て
、
周
南
市
中
央
図
書
館
に
お
い
て
原
本
を

拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
写
真
版
で
は
読
み
づ
ら
か
っ
た
ル
ビ
や
傍
訓
を
正

確
に
確
認
で
き
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
し
た
い
。 

・
原
文
の
入
力
で
き
な
い
漢
字
に
つ
い
て
は
、〈
雨
／
云
〉（
→
雲
）
、〈
衣
／
甫
〉（
→

補
）
の
よ
う
に
表
し
て
あ
る
。 

・
内
容
に
対
応
し
て
、
大
ま
か
で
は
あ
る
が
段
落
分
け
を
行
っ
た
が
、
厳
密
な
も
の

で
は
な
く
理
解
に
資
す
る
た
め
で
あ
る
。 

・
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
の
本
文
に
記
さ
れ
た
訓
点
に
従
い
、
修
正
、

補
完
は
最
小
限
に
し
、
通
釈
に
意
を
注
い
だ
。 

・
通
釈
は
、
徳
山
高
専
の
学
生
（
四
、
五
年
生
）
を
対
象
に
、
努
め
て
平
易
を
心
が

け
て
作
成
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
安
易
な
説
明
に
傾
き
す
ぎ
た
き
ら
い
も
あ
り
、

ま
た
屋
上
屋
を
重
ね
る
が
ご
と
き
部
分
も
な
い
と
は
言
え
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
諸

賢
の
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
に
思
う
。 

・
注
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
に
わ
た
る
こ
と
を
避
け
、
記
が
書
か
れ
た
当
時
の
漢
文
を

学
ぶ
者
に
と
っ
て
、
重
要
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
文
献
に
範
囲
を
絞
っ
て
用
例
を

挙
げ
た
。
そ
れ
以
外
の
例
を
引
用
す
る
場
合
は
、「
用
例
と
し
て
は
」
と
記
し
て
か
ら

挙
げ
て
あ
る
。
た
だ
し
、
類
書
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
語
彙
の
知
識
に
つ

い
て
の
調
査
は
、
や
や
不
徹
底
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
今
後
、
よ
り
詳
細
な
検

討
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、『
徳
山
市
史
史
料
』
全
三
冊
に
収
録
さ
れ
た
、

享
保
〜
寛
延
年
間
の
『
地
下
上
申
』
、
及
び
、
河
合
裕
『
藩
史
』
等
に
見
え
る
関
連
の

記
述
を
若
干
加
え
た
。 

・
な
お
、『
徳
山
市
史
史
料
』
第
九
編
「
社
寺
沿
革
」
の
「
五 

遠
石
村
寺
社
由
来 

１

遠
石
八
幡
宮
」
の
項
（
下
冊 

五
七
〜
七
一
ペ
ー
ジ
）
に
は
、
『
防
長
寺
社
由
来
』
に

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
資
料
が
多
く
翻
刻
収
録
さ
れ
て
お
り
、「
遠
石
記
」
作

成
当
時
の
伝
承
、
祭
礼
に
つ
い
て
の
重
要
な
知
見
を
得
ら
れ
た
。 

【
本
文
】 

遠
石
記 

 
 

防
州
都
濃
郡
徳
山
荘
八
幡
遠
石
別
宮
所
祭
之
垂
跡
同
宇
佐
、
指
諭
神
社
啓
蒙
之
周

防
朝
倉
八
幡
也
。 

 
 

惟
時
俯
以
、
尊
崇
之
隴
阜
逶
迤
、
前
磴
甃
石
、
攀
躋
、
晋
如
恂
恂
拝
稽
首
、
顒
然

仰
如
神
在
、
趄
如
回
瞻
、
石
工
彫
磨
植
于
燈
籠
若
干
基
。
飛
閣
流
趍
東
西
、
画
榜
掲

往
往
、
樓
高
架
〈
竹
／
虚
〉
業
維
摐
。
西
石
崖
數
尺
強
、
松
風
颯
颯
飋
飋
葉
點
塵
、

春
朝
秋
夕
自
清
無
匈
匈
、
淡
蕩
静
、
同
琴
韻
奏
、
蕭
条
響
雑
、
聲
流
而
滌
灌
俗
耳
、

澆
胸
懐
矣
。
華
表
當
對
大
島
、
攢
峰
倒
嶺
岐
巍
㟅
崆
、
峻
嶒
如
削
如
染
、
長
脩
容
與

若
屏
障
、
鳥
唳
如
箜
篌
塤
箎
鳩
鳴
似
祝
誦
。
南
霐
寥
窲
褾
〈
衣
／
眇
〉
無
疆
度
、
所

謂
海
気
昏
昏
水
拍
天
、
扁
舟
箇
箇
浮
、
而
如
繫
于
蒙
蘢
之
樹
梢
者
也
。
張
帆
得
風
濤

之
便
利
、
如
今
過
目
前
而
嶴
何
津
。
碧
澥
風
龡
有
戲
魚
鱗
浪
、
有
四
時
噴
雪
、
有
石

間
散
花
。
鯨
浦
鷗
洲
、
曝
腥
網
於
夕
曛
、
爚
漁
火
於
櫛
浜
。
西
者
青
松
綿
綿
纍
纍
、

＊
一
般
科
目
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擬
九
里
松
、
形
容
松
葉
之
斉
、
如
鉸
。
奎
踽
于
仙
島
黒
髪
嶼
大
津
金
崎
西
南
、
加
復

大
小
之
嶠
贔
屓
兀
起
焉
、
幾
稠
人
乎
爰
來
逸
遊
不
足
日
、
魯
陽
之
戈
話
誰
昔
哉
矣
。 

 
 

至
年
年
中
秋
之
望
祭
於
神
、
舁
輿
移
別
壇
、
輿
前
射
禮
揖
譲
行
神
事
、
觀
者
如
堵
。

望
後
算
日
程
十
有
五
日
、
市
鄽
在
沙
湾
比
如
櫛
。
有
監
市
之
所
司
、
嚴
備
仗
衞
、
經

緯
容
目
瞳
廻
旋
見
督
。
萬
商
淵
巨
千
財
貨
山
積
、
貿
易
人
蜂
聚
蟻
同
、
讙
呼
窮
日
力

息
。
俳
優
鋪
戲
劇
之
場
、
雜
遝
灌
叢
星
離
還
家
兮
、
彎
橋
在
市
井
中
、
跨
兩
岸
、
憧

憧
躘
蹱
矣
。 

 
 

天
鍾
秀
美
于
茲
、
環
抱
啓
景
乎
神
封
。
丹
青
雖
景
想
於
潤
色
、
安
逼
真
哉
。
登
臨

萬
頃
搖
、
有
聲
之
画
無
所
著
筆
、
紙
生
毛
、
徒
然
口
囁
嚅
嗟
歎
。 

 
 

寶
永
二
龍
集
乙
酉
八
月 

 

江
元
次
誌 

【
訓
読
文
】 

 
 

遠
石
の
記 

 
 

防
州 

都
濃
の
郡 

徳
山
の
荘 

八
幡
遠
石
別
宮
の
祭
る
所
の
垂
跡
は
、
宇
佐
に
同
じ
。

指
諭
す
、 

神
社
啓
蒙
の
周
防
朝
倉
の
八
幡
な
り
。 

 
 

惟
れ
時
に
俯
し
て
以
（
お
も
）
う
に
、
尊
崇
の
隴
阜 
逶
迤
と
し
て
、
前
磴 

石
を

甃
（
た
た
）
み
、
攀
躋
し
て
晋
如
と
、
恂
恂
と
し
て
拝
稽
首
し
、
顒
然
と
し
て
仰
げ

ば
神 

在
（
い
ま
）
す
が
ご
と
く
、
趄
如
と
回
瞻
す
れ
ば
、
石
工
彫
磨
し
て
燈
籠
若
干

基
を
植
つ
。
飛
閣 

東
西
に
流
趨
し
て
、
画
榜 

往
往
に
掲
ぐ
。
樓 

高
く
架
し
て
〈
竹

／
虚
〉
業
と
維
れ
摐
つ
。
西
は
石
崖 

數
尺
強
、
松
風 

颯
颯
飋
飋
と
し
て
葉
は
塵
を

点
ず
。
春
の
朝 

秋
の
夕
を
自
ら
清
く
し
て
匈
匈
た
る
こ
と
無
し
。
淡
蕩
と
し
て
静
か

に
、
琴
韻
の
奏
す
る
に
同
じ
。
蕭
条
と
し
て
響
き
雑
り
、
聲 

流
れ
て
俗
耳
を
滌
灌
し
、

胸
懐
を
澆
（
そ
そ
）
ぐ
。
華
表
は
大
島
に
当
対
し
、
攢
峰 

倒
嶺 

岐
巍 

㟅
崆
た
り
。

峻
嶒
と
し
て
削
る
が
如
く
染
む
る
が
如
く
、
長
脩
容
与
と
屏
障
の
若
く
、
鳥
は
唳
（
さ

え
ず
）
り
て
箜
篌
塤
箎
の
如
く
、
鳩
は
鳴
き
て
祝
誦
す
る
に
似
た
り
。 

 
 

南
は
霐
寥
窲
に
褾
〈
衣
／
眇
〉
と
し
て
疆
度 

無
く
、
所
謂 

海
気
昏
昏
と
し
て
水 

天

を
拍
ち
、
扁
舟
（
へ
ん
し
ゅ
う
）
箇
箇
浮
び
て
、
蒙
蘢
の
樹
梢
に
繋
が
る
る
が
如
し

と
い
う
者
な
り
。
張
帆 

風
濤
の
便
利
を
得
て
、
如
今 

目
前
を
過
ぎ
て
何
れ
の
津
に

嶴
（
み
な
と
せ
）
ん
。
碧
澥 

風 

龡
（
ふ
）
き
て
、
有
る
は
魚
鱗
の
浪
に
戲
れ
、
有

る
は
四
時 

雪
を
噴
き
、
有
る
は
石
間 

花
を
散
ら
す
。
鯨
浦 

鷗
州 

腥
網
を
夕
曛
に

曝
し
、
漁
火
を
櫛
浜
に
爚
（
も
や
）
し
、
西
は
青
松 

綿
綿
纍
纍
と
し
て
、
九
里
松
に

擬
す
。
松
葉
の
斉
し
き
を
形
容
す
れ
ば
、
鉸
す
る
が
如
し
。
仙
島
、
黒
髪
嶼
、
大
津
、

金
崎
の
西
南
に
奎
踽
し
、
加
復
（
し
か
の
み
な
ら
ず
）
、
大
小
の
嶠 

贔
屓
兀
起
す
。

幾
く
稠
人
か
爰
（
こ
こ
）
に
來
て
逸
遊 

日
を
し
も
足
ら
ず
、
魯
陽
の
戈 

誰
昔
（
そ

の
か
み
）
を
話
（
か
た
）
る
か
な
。 

 
 

年
年 

中
秋
の
望
に
至
り
て
神
を
祭
る
に
、
舁
輿
し
て
別
壇
に
移
し
、
輿
前 

射
禮

揖
譲
し
て
神
事
を
行
う
。
觀
る
者 

堵
の
如
し
。
望
の
後 

日
程
を
算
る
こ
と
十
有
五

日
、
市
鄽 

沙
湾
に
在
り
、
比
し
て
櫛
の
如
し
。
監
市
の
所
司
有
り
、
嚴
に
仗
衞
を
備

え
て
、
經
緯 

目
瞳
を
容
て
廻
旋
見
督
す
。
萬
商
の
淵 

巨
千
財
貨 

山
の
ご
と
く
に
積

み
、
貿
易
の
人 

蜂
の
ご
と
く
に
聚
り
蟻
の
ご
と
く
に
同
（
あ
つ
ま
）
り
、
讙
呼 

日

力
を
窮
め
て
息
む
。
俳
優 

戲
劇
の
場
を
鋪
き
、
雜
遝
（
ざ
っ
と
う
）
と
灌
叢
（
か
ん

そ
う
）
と
星
の
ご
と
く
に
離
れ
家
に
還
る
に
、
彎
橋 

市
井
の
中
に
在
り
、
兩
岸
に
跨

り
て
憧
憧
躘
蹱
た
り
。 

 
 

天 

秀
美
を
茲
に
鍾
め
、
環
抱
し
て
景
を
神
封
に
啓
く
、
丹
青 

景
想
を
潤
色
す
と

雖
も
、
安
く
ん
ぞ
真
に
逼
ら
ん
や
。
登
臨
す
れ
ば
萬
頃 

搖
れ
て 

有
聲
の
画 

 

筆
に

著
す
所
無
し
、
紙 

毛
を
生
ず
、
徒
然
と
し
て
口
囁
嚅
嗟
歎
す
。 

 
 

寶
永
二
龍
集
乙
酉
八
月 

 

江
元
次 

誌
す 

【
通
釈
】 

 
 

遠
石
の
記 

 
 

周
防
国 

都
濃
郡 

徳
山
の
荘
に
あ
る
八
幡
遠
石
別
宮
の
祀
り
申
し
あ
げ
る
神
々
は
、

宇
佐
神
宮
（
の
祀
り
申
し
あ
げ
る
神
々
）
と
同
じ
で
あ
り
、（
か
の
白
井
宗
因
の
著
作
）

『
神
社
啓
蒙
』
に
教
え
示
す
「
周
防
朝
倉
の
八
幡
」
で
あ
る
。 

 
 

さ
て
、
今
、（
わ
た
く
し
元
次
が
）
謹
み
伏
し
て
思
う
に
、
崇
め
奉
る
高
き
丘
は
長

く
う
ね
り
、
登
っ
て
い
く
階
段
は 

石
を
敷
き
詰
め
て
あ
っ
て
、
（
そ
の
石
段
を
）
登

っ
て
進
ん
で
ゆ
く
と
、
穏
や
か
で
恭
し
い
様
子
に
な
り
拝
稽
首
の
礼
を
す
る
か
の
よ

う
。
敬
い
慕
う
思
い
で
仰
ぎ
見
る
と
、
ま
さ
し
く
神
の
ま
し
ま
す
と
こ
ろ
と
感
じ
ら

れ 

、
歩
み
を
止
め
て
振
り
返
る
と
、
石
工
た
ち
が
彫
刻
し
磨
き
あ
げ
た
石
灯
籠
が
い
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く
つ
か
置
か
れ
て
い
る
。
高
閣
は
東
西
に
水
の
流
れ
ゆ
く
か
に
広
が
り
、
絵
画
に
飾

ら
れ
た
扁
額
が
あ
ち
こ
ち
に
掲
げ
ら
れ
、
楼
の
上
に
高
く
渡
さ
れ
た
鐘
懸
け
が
聳
え

て
い
る
。（
社
殿
の
）
西
側
は
石
の
壁
が
数
尺
余
り
の
高
さ
、
松
林
に
吹
く
風
の
さ
っ

と
（
吹
き
過
ぎ
て
い
く
音
は
）
清
々
し
く
涼
や
か
に
葉
は
汚
れ
を
覆
い
消
す
。
春
の

朝
に
（
朝
日
を
眺
め
る
時
）
秋
の
夕
に
（
夕
月
を
眺
め
る
時
）
、
自
然
に
清
ら
か
（
な

響
き
を
立
て
る
の
）
で
騒
々
し
さ
は
な
い
。（
そ
の
音
は
）
の
ど
か
に
静
か
に
、
古
琴

の
奏
で
ら
れ
る
に
も
等
し
い
。
四
方
へ
と
広
が
っ
て
響
き
は
絡
み
合
い
、
そ
の
音
は

流
れ
て
世
俗
の
垢
に
ま
み
れ
た
耳
を
洗
い
清
め
、
胸
の
う
ち
を
浄
め
て
く
れ
る
。
華

表
（
＝
鳥
居
）
は
大
島
に
真
っ
向
か
ら
向
き
合
い
、（
そ
の
大
島
の
）
密
集
し
た
山
の

峰
、
海
面
に
逆
さ
ま
に
映
る
嶺
は
、
険
し
く
傾
き
せ
ま
っ
て
、
ひ
と
き
わ
高
く
聳
え

立
ち
、
削
ら
れ
た
よ
う
に
（
切
り
立
ち
）
染
め
ら
れ
た
よ
う
に
（
青
々
と
）
、
長
く
遠

く
う
ね
っ
て
屏
風
の
よ
う
で
あ
り
、
鳥
の
さ
え
ず
り
は
あ
た
か
も
竪
琴
や
土
笛
、
竹

笛
の
よ
う
に
響
き
、
鳩
の
鳴
き
声
は
祝
詞
を
唱
え
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
。 

 
 

南
（
に
広
が
る
海
）
は
遥
か
彼
方
に
広
が
り
遠
く
は
霞
ん
で
境
界
が
見
え
ず
、
い

わ
ゆ
る
海
の
気
は
暗
く
た
ち
こ
め
波
は
天
の
果
て
を
た
た
く
と
い
う
様
子
で
、
小
舟

は
一
つ
一
つ
浮
ん
で
、
鬱
蒼
と
茂
る
樹
々
の
梢
に
繋
が
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。（
小

舟
の
）
風
を
は
ら
ん
だ
帆
は
風
波
の
助
け
を
得
て
、
い
ま
目
の
前
を
過
ぎ
て
（
行
く

が
）
、
何
処
の
港
に
停
泊
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
青
海
原
に
風
が
吹
く
と
、
あ
る
い
は

魚
の
鱗
が
き
ら
き
ら
と
波
に
戯
れ
る
か
の
よ
う
、
あ
る
い
は
四
季
を
通
じ
て
雪
を
噴

く
か
の
よ
う
（
に
白
く
激
し
く
波
立
ち
）
、
あ
る
い
は
石
の
間
か
ら
流
れ
が
あ
ふ
れ
ほ

と
ば
し
っ
て
花
を
散
ら
す
か
の
よ
う
、（
目
を
近
く
に
向
け
る
と
）
鯨
の
寄
る
浦
、
鷗

の
い
る
浜
で
は
、 

な
ま
ぐ
さ
い
魚
網
を
夕
暮
の
残
光
に
あ
て
て
乾
か
し
、
漁
火
を
櫛

ヶ
浜
に
燃
や
し
（
輝
か
せ
）
て
い
る
。
西
（
を
な
が
め
る
と
そ
こ
）
に
は
青
々
と
し

（
て
生
い
繁
っ
）
た
松
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
て
、(

か
の
西
湖
の
名
勝
の

一
つ)

九
里
の
松
に
も
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、
（
そ
の
）
松
葉
の
均
し
く
整
っ
た
さ
ま
を
表

せ
ば
、
鋏
で
剪
定
し
た
か
の
よ
う
。
仙
島
、
黒
髪
島
、
大
津
島
、
金
崎
が
西
か
ら
南

へ
と
ま
た
に
か
け
て
連
な
り
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
さ
ら
に
加
え
て
、
大
小
の

山
々
が
力
強
く
高
く
隆
起
し
て
い
る
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が
こ
の
地
に
来
て
気
ま

ま
に
遊
ん
で
一
日
な
ど
と
て
も
時
間
が
足
ら
ず
、
魯
陽
の
戈
を
手
に
（
太
陽
を
逆
戻

り
さ
せ
て
）
、
そ
の
昔
の
こ
と
を
語
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 

毎
年 

中
秋
の
望
月
に
な
る
と
神
を
祭
り
申
し
上
げ
、
神
輿
を
担
い
で
別
壇
に
移
し
、

そ
の
神
輿
の
前
で
射
の
試
合
を
揖
譲
の
礼
も
ゆ
か
し
く
神
事
と
し
て
執
り
行
い
、（
そ

れ
を
見
る
た
め
に
）
大
勢
の
見
物
人
が
集
ま
っ
て
垣
を
め
ぐ
ら
し
た
か
の
よ
う
に
な

る
。（
か
く
し
て
）
望
祭
の
後
に
は
日
数
を
数
え
る
こ
と
十
五
日
の
間
、
湾
曲
し
た
砂

浜
に
市
が
開
か
れ
て
店
が
建
ち
、
び
っ
し
り
と
並
ん
で
櫛
の
歯
の
よ
う
で
あ
る
。
売

買
を
監
督
す
る
役
人
の
長
官
が
お
り
、
厳
め
し
く
も
杖
を
持
っ
た
衛
兵
を
配
備
し
、

秩
序
立
て
て
治
め
よ
う
と
、
瞳
に
（
様
子
を
）
映
し
て
ぐ
る
ぐ
る
と
巡
回
し
監
督
す

る
。
多
く
の
人
と
物
が
集
ま
り
、
お
び
た
だ
し
い
財
貨
が
山
の
よ
う
に
積
み
上
が
り
、

売
り
買
い
の
人
々
は
、
声
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
蜂
や
蟻
の
よ
う
に
群
が
り
集
ま
り
、
や

か
ま
し
く
叫
び
合
う
声
は
一
日
を
生
き
る
力
を
使
い
切
っ
て
（
よ
う
や
く
）
休
息
し

て
お
さ
ま
る
。
役
者
た
ち
は
芝
居
小
屋
を
開
き
、
人
々
が
行
き
つ
戻
り
つ
混
み
合
い
、

集
ま
り
合
い
、
（
そ
し
て
）
夜
空
の
星
の
よ
う
に
多
く
の
人
々
が
家
に
帰
っ
て
い
く
、

（
そ
の
途
中
に
）
反
り
橋
が
遠
石
の
町
中
に
あ
り
、
そ
の
両
岸
に
わ
た
っ
て
人
の
往

来
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
も
た
も
た
と
歩
い
て
い
る
。 

 
 

天
は
す
ぐ
れ
て
美
し
い
も
の
を
こ
の
地
に
集
め
、（
そ
の
美
し
き
も
の
で
）
ぐ
る
り

と
取
り
囲
ん
で
、
こ
の
景
勝
を
神
の
ま
し
ま
す
こ
の
地
に
ひ
ら
か
れ
た
。
画
工
た
ち

が
こ
の
風
景
を
慕
っ
て
潤
色
を
施
し
た
と
て
、
ど
う
し
て
真
に
迫
る
こ
と
な
ど
で
き

よ
う
か
。
こ
の
高
み
に
登
っ
て
海
を
見
渡
せ
ば
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
青
海
原
が
揺

ら
め
き
、
た
と
え
、
詩
が
声
を
持
つ
絵
で
あ
ろ
う
と
も
文
字
で
表
現
で
き
る
も
の
で

は
到
底
無
い
し
、
紙
は
毛
を
生
や
し
て
筆
跡
な
ど
消
え
て
し
ま
う
。
た
だ
た
だ
ぼ
ん

や
り
と
し
て
言
葉
を
発
し
よ
う
と
し
て
も
何
も
言
え
ず
、
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

 
 

宝
永
二
（
一
七
〇
四
）
年 

乙
酉
（
き
の
と
と
り
）
八
月 

江 

元
次 

誌
（
し
る
）

す 【
注
】 

○
遠
石
記 

 
 

現
在
の
周
南
市
遠
石
に
あ
る
遠
石
八
幡
宮
に
つ
い
て
の
記
。
こ
の
一
文
は
、
文
末
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に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
宝
永
二
（
一
七
〇
四
）
年
八
月
に
書
き
あ
げ
ら
れ
、
遠
石

八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
た
。
河
合
裕
『
藩
史
』
巻
之
五 

神
仏
社
寺
之
部
の
「
同
（
＝
遠

石
八
幡
宮
之
事
）
御
寄
附
物
之
事
」
の
項
に
「
宝
永
二
年
乙
酉
八
月
遠
石
之
記
御
奉

納
。
其
文
ニ
曰
、
」
と
あ
っ
て
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
『
徳
山
市
史
史
料
』
上
冊

六
六
三
ペ
ー
ジ
下
〜
六
六
四
ペ
ー
ジ
上
）
。 

○
八
幡
遠
石
別
宮 

 
 

遠
石
八
幡
宮
の
こ
と
。 

○
垂
跡 

 
 

垂
迹
に
同
じ
。
神
々
の
こ
と
。
仏
や
菩
薩
の
本
体
を
「
本
地
」
と
い
い
、
そ
の
本

体
を
衆
生
を
救
う
た
め
に
様
々
な
姿
に
現
す
こ
と
を
「
垂
迹
」
と
い
う
。
日
本
で
は
、

日
本
の
様
々
な
神
々
は
、
本
地
で
あ
る
仏
や
菩
薩
が
垂
迹
と
し
て
現
れ
た
も
の
だ
と

す
る
「
本
地
垂
跡
説
」
が
、
平
安
時
代
に
成
立
し
た
。 

○
指
諭 

 
 

は
っ
き
り
と
教
え
示
す
こ
と
。 

○
神
社
啓
蒙 

 
 

書
名
。
白
井
宗
因
の
著
。
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
刊
。
白
井
宗
因
は
、
大
阪
に

お
い
て
三
代
続
く
医
者
で
あ
っ
た
が
、
国
学
を
修
め
、
『
神
社
便
覧
』
・
『
神
社
啓
蒙
』

を
著
し
た
。『
神
社
啓
蒙
』
の
跋
文
を
見
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
の
依
る
と
こ
ろ
を
明

ら
か
に
し
、
人
々
に
崇
め
る
理
由
を
知
ら
し
め
て
邪
説
に
惑
わ
さ
れ
ぬ
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。 

○
周
防
朝
倉
八
幡 

 
 

白
井
宗
因
『
神
社
啓
蒙
』
巻
六
に
「
○
朝
倉
八
幡 

 
 

在
周
防
国
朝
倉
、
所
祭
之
垂

跡
同
宇
佐
。  

 

註 

式
曰
、
人
皇
五
十
六
代
清
和
天
皇
貞
觀
元
年
、
立
行
宮
勧
請
之
。
」

と
あ
る
。 

 
 

『
神
社
啓
蒙
』
は
、
全
七
巻
。
寛
文
七
年
序
、
同
十
年
刊
の
、
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
に
基
づ

い
た
。h

t
t
p
:
/
/
d
l
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p
/
p
i
d
/
2
5
5
6
0
8
8
?
t
o
c
O
p
e
n
e
d
=
1
 

 
 

な
お
、
遠
石
八
幡
宮
所
蔵
の
「
防
州
都
濃
郡
八
幡
遠
石
別
宮
之
縁
起
」
が
、『
徳
山

市
史
史
料
』
下
冊
六
四
頁
下
〜
六
五
頁
下
に
か
け
て
翻
刻
さ
れ
て
収
載
さ
れ
て
お
り
、

「
爰
（
こ
こ
）
に
防
州
都
濃
郡
朝
倉
［
中
比
（
な
か
ご
ろ
）
野
上
ト
云
、
今
改
徳
山

ト
］
乃
磯
辺
に
一
つ
の
大
石
有
、
其
の
根
深
ふ
し
て
金
輪
際
よ
り
生
出
で
た
り
。
推

古
天
皇
三
十
年
乃
春
に
至
て
、
此
石
忽
然
と
し
て
光
明
赫
然
た
り
、
諸
人
驚
動
し
て

窺
見
る
所
に
、
其
傍
人
卒
（
に
わ
か
）
に
戦
慄
し
て
曰
、
我
は
是
宇
佐
八
幡
な
り
、

此
地
に
跡
を
垂
て
国
土
を
守
ら
ん
か
た
め
に
今
又
爰
に
顕
る
、
噫
、
遠
石
な
る
か
な
、

と
。
神
託 

新
な
り
し
か
は
、
里
民 

信
心
肝
に
銘
し
、
参
詣
す
る
者 

断
（
た
え
）
る

時
な
し
。
」
と
あ
る
。
以
上
の
引
用
は
読
み
や
す
さ
に
配
慮
し
て
、
句
読
点
を
加
え
、

（ 
 

）
内
に
読
み
を
加
え
た
。
ま
た
、
［ 

］
内
は
原
文
の
割
注
で
あ
る
。 

＊
以
上
、
遠
石
八
幡
宮
の
由
緒
を
簡
潔
に
述
べ
る
。 

 

○
尊
崇 

 
 

崇
め
奉
る
こ
と
。
漢 

揚
雄
「
甘
泉
賦
」
（
『
文
選
』
巻
七
）
に
「
於
是
欽
柴
宗
祈
、

燎
薰
皇
天
、
臯
搖
泰
壹
。
」
と
あ
り
、
欽
柴
宗
祈
に
対
し
て
李
善
は
「
恭
敬
燔
柴
、
尊

崇
所
祈
也
。
『
尚
書
』
曰
、
至
于
岱
宗
柴
。
」
、
搖
泰
壹
に
つ
い
て
は
、
「
張
晏
曰
、
搖

泰
一
、
皆
神
名
。
善
曰
、
搖
與
遙
同
。
」
と
注
し
て
お
り
、
神
を
尊
び
崇
め
る
例
と
し

て
、
こ
れ
を
挙
げ
て
お
く
。 

○
隴
阜 

 
 

高
い
丘
。
こ
こ
で
は
、
遠
石
八
幡
宮
の
建
つ
丘
を
指
す
。
用
例
と
し
て
は
、
南
朝

梁 

陶
弘
景
『
真
誥
』
卷
一
一
に
「
非
直
去
如
板
也
、
亦
可
是
登
隴
阜
之
上
、
則
於
天

為
下
耳
」
と
あ
る
。 

○
逶
迤 

 
 

大
き
く
曲
が
る
さ
ま
。
こ
こ
は
、
八
幡
宮
へ
の
参
道
が
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
こ
と

を
い
う
。
漢 

揚
雄
「
甘
泉
賦
」（
『
文
選
』
巻
七
）
に
「
梁
弱
水
之
濎
濙
兮
、
躡
不
周

之
逶
迆
。
」
と
あ
り
、
李
善
の
注
に
「
迆
、
音
移
。
」
呂
向
の
注
に
「
透
迆
、
長
曲
貌
。
」

と
あ
る
。 

○
前
磴 

 
 

神
前
へ
の
石
段
。「
磴
」
は
、
磴
道
（
＝
石
の
道
）
の
こ
と
。
清
水
吉
康
『
大
日
本
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名
所
図
録.

山
口
県
之
部
』
大
成
館 

明3
1
-
3
7

に
あ
る
「
遠
石
八
幡
宮
境
内
之
圖
」

を
見
る
に
、
神
前
に
向
か
っ
て
丘
を
登
る
石
段
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

石
段
と
解
釈
す
る
。
南
朝
宋 

謝
霊
運
「
嶺
表
賦
」
に
「
顧
後
路
之
傾
巘
、
眺
前
磴
之

絕
岸
、
看
朝
雲
之
抱
岫
、
聽
夕
流
之
注
澗
」
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
八
）
と
あ
る
。 

 
 
 

な
お
、
清
水
吉
康
『
大
日
本
名
所
図
録 

山
口
県
之
部
』
大
成
館 

明3
1
-
3
7

は
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て

い
る
も
の
を
参
照
し
た
。 

h
t
t
p
:
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d
l
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p
/
p
i
d
/
7
6
2
2
0
6
 

○
甃
石 

 
 

石
を
積
み
上
げ
る
こ
と
。
唐 
白
居
易
「
池
上
即
事
」
詩
に
「
行
尋
甃
石
引
新
泉
、

坐
看
修
橋
補
釣
船
。
」
と
あ
る
。 

○
晋
如 

 
 

進
み
ゆ
く
こ
と
。
原
文
の
傍
訓
に
「
ス
ヽ
三
」
。
「
〜
如
」
と
い
う
形
は
、
「
〜
然
」

と
い
う
の
に
等
し
い
。『
周
易
』
晋
卦
に
「
初
六
。
晉
如
、
摧
如
、
貞
吉
。
罔
孚
、
裕
、

無
咎
。
處
順
之
初
、
應
明
之
始
、
明
順
之
德
、
於
斯
将
隆
。
進
明
退
順
、
不
失
其
正
、

故
曰
、
晉
如
、
摧
如
、
貞
吉
也
。
」
と
あ
る
。 

○
恂
恂 

 
 

も
の
静
か
で
恭
し
い
さ
ま
。
『
論
語
』
郷
党
に
「
孔
子
於
郷
党
、
恂
恂
如
也
。
」
と

あ
る
。 

○
拝
稽
首 

 
 

目
上
の
者
に
対
し
て
行
う
礼
で
、
手
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
ま
で
頭
を
下
げ
、
更
に

地
に
頭
が
つ
く
ま
で
深
々
と
下
げ
る
こ
と
。
『
書
経
』
舜
典
「
禹
拜
稽
首
、
讓
于
稷
、

契
與
臯
陶
。
」
孔
安
国
の
伝
に
「
稽
首
、
首
至
地
。
」
と
あ
る
。 

○
顒
然
仰 

 
 

「
顒
然
」
は
、
敬
い
慕
う
さ
ま
。『
詩
経
』
大
雅
「
卷
阿
」
に
「
顒
顒
卬
卬
、
如
圭

如
璋
、
令
聞
令
望
。
」
毛
伝
に
「
顒
顒
、
溫
貌
。
卬
卬
、
盛
貌
。
」
鄭
箋
に
「
王
有
賢

臣
、
與
之
以
禮
義
相
切
瑳
、
體
貌
則
顒
顒
然
敬
順
、
志
氣
則
卬
卬
然
高
朗
。
」
と
あ
る

が
、
「
仰
」
と
の
つ
な
が
り
を
考
慮
す
る
に
、
劉
琨
「
勧
進
表
」
（
『
文
選
』
巻
三
七
）

に
「
蒼
生
顒
然
、
莫
不
欣
戴
。
」
李
善
は
『
淮
南
子
』
俶
真
訓
の
「
聖
人
、
呼
吸
隂
陽

之
氣
、
而
羣
生
、
莫
不
喁
喁
然
仰
其
徳
以
和
順
。
」
（
筆
者
追
記 

「
喁
」
＝
「
顒
」
。

今
本
『
淮
南
子
』
は
、「
顒
」
に
作
る
）
を
引
い
て
注
し
、
呂
延
済
は
「
顒
然
、
仰
徳

貌
」
と
注
す
る
の
に
基
づ
く
表
現
で
あ
ろ
う
。 

○
如
神
在 

 
 

ほ
ん
と
う
に
神
が
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
神
が
い
る
よ
う
に
ふ
る
ま

う
こ
と
。
『
論
語
』
八
佾
篇
に
「
祭
如
在
、
祭
神
如
神
在
。
」
と
あ
る
。 

○
趄
如 

 
 

進
も
う
と
し
て
た
め
ら
う
さ
ま
。
原
文
の
傍
訓
に
「
タ
チ
ヤ
ス
ラ
ヒ
」
。
『
説
文
解

字
』
に
「
趄
、
趑
趄
也
。
」
と
あ
る
。「
趑
趄
」
は
、「
趦
趄
」
、「
次
且
」
と
も
記
さ
れ
、

『
易
経
』
夬
卦
に
「
九
四
、
臀
無
膚
、
其
行
次
且
。
」
孔
穎
達
の
疏
に
「
次
且
、
行
不

前
進
也
。
」
と
あ
る
。 

○
回
瞻 

 
 

振
り
返
っ
て
眺
め
る
こ
と
。
唐 

楊
思
玄
「
奉
和
聖
制
過
溫
湯
」
詩
に
「
迴
瞻
漢
章

闕
、
佳
氣
滿
宸
居
。
」
と
あ
る
。 

○
石
工 

 
 

石
を
切
っ
て
、
彫
刻
を
施
し
磨
き
上
げ
る
職
人
。『
禮
記
』
曲
禮
下
に
「
天
子
之
六

工
、
曰
、
土
工
、
金
工
、
石
工
、
木
工
、
獸
工
、
草
工
。
」
孔
穎
達
の
疏
に
「
玉
及
磬

同
出
於
石
、
故
謂
石
工
也
。
」
と
あ
る
。 

○
彫
磨 

 
 

彫
刻
し
磨
き
上
げ
る
こ
と
。
宋 

蘇
轍
「
次
韵
毛
君
山
房
遣
興
」
詩
に
「
頑
鈍
終
何

取
、
彫
磨
豈
復
加
。
」
と
あ
る
。 

○
植 

 
 

立
て
る
、
置
く
の
意
。
『
論
語
』
微
子
篇
に
「
植
其
杖
而
芸
。
」
と
あ
り
、
伊
藤
仁

斎
『
論
語
古
義
』
は
、「
植
、
倚
立
也
。
」
、
荻
生
徂
徠
『
論
語
徴
』
は
「
按
、
蔡
邕
石

経
、
植
作
置
。
古
字
通
用
耳
。
」
と
注
す
る
。 

○
燈
籠 

 
 

「
遠
石
八
幡
宮
境
内
之
圖
」（
前
掲
「
前
磴
」
の
注
を
参
照
）
に
は
、
参
道
に
幾
つ

も
の
石
燈
籠
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
河
合
裕
『
藩
史
』
巻
五 

神
仏
社
寺
之
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部
に
は
、「
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
戊
寅
八
月
十
四
日
石
灯
籠
二
基
御
寄
附
」
の

記
載
が
あ
る
（
『
徳
山
市
史
史
料
』
下
冊
六
六
四
ペ
ー
ジ
上
）
。 

○
飛
閣 

 
 

高
閣
の
こ
と
。
三
國
魏 

曹
植
「
贈
丁
儀
」
詩
に
「
凝
霜
依
玉
除
、
淸
風
飄
飛
閣
。
」

と
あ
る
。 

○
流
趍 

 
 

流
れ
ゆ
く
こ
と
。『
焦
氏
易
林
』
に
「
（
訟
之
）
比
。
水
流
趍
下
、
欲
至
東
海
。
」
と

あ
る
。 

○
画
榜 

 
 

絵
画
に
飾
ら
れ
た
扁
額
。
用
例
と
し
て
は
、
元 

余
闕
「
送
普
原
理
之
南
台
御
史
兼

簡
察
士
安
」
詩
に
「
霜
署
起
南
天
、
雲
霄
畫
榜
懸
。
」
と
見
え
る
。 

○
〈
竹
／
虚
〉
業
維
樅 

 
 

〈
竹
／
虚
〉
は
、
た
け
か
ん
む
り
に
、
虚
。
音
は
「
キ
ョ
」
。
「
虡
」
に
同
じ
。
原

文
の
「
〈
竹
／
虚
〉
業
」
の
箇
所
に
は
、
訓
注
「
カ
子
カ
ケ
（
か
ね
か
け
）
」
が
傍
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
を
通
釈
に
用
い
る
。「
虡
」
は
、
鐘
懸
け
の
両
端
に
立

て
る
柱
の
こ
と
。「
業
」
は
、
鐘
懸
け
の
横
木
の
上
に
掲
げ
る
、
彫
刻
を
施
し
た
大
き

な
飾
り
板
の
こ
と
。
「
樅
」
は
、
「
業
」
の
上
に
彩
色
し
、
鐘
を
懸
け
る
た
め
の
刻
み

を
鋸
の
歯
の
よ
う
に
入
れ
た
部
分
が
、
牙
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
部
分
の
こ
と
で
、

そ
れ
が
切
り
立
っ
て
い
る
様
子
を
い
う
。
『
詩
経
』
大
雅
「
靈
臺
」
に
「
虡
業
維
樅
、

賁
鼓
維
鏞
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
植
者
曰
虡
、
橫
者
曰
栒
。
業
、
大
版
也
。
樅
、
崇

牙
也
。
」
、
鄭
箋
に
「
虡
也
、
栒
也
、
所
以
懸
鍾
鼓
也
。
設
大
版
於
上
、
刻
畫
以
為
飾
。
」
、

孔
穎
達
の
疏
に
「
言
崇
牙
之
狀
、
樅
樅
然
。
」
と
あ
る
。 

○
石
崖 

 
 

石
の
壁
の
こ
と
。
元
結
「
大
唐
中
興
頌
」
に
「
湘
江
東
西
、
中
直
浯
溪
、
石
崖
天

齊
。
」
（
『
古
文
真
宝 

後
集
』
所
収
）
と
あ
る
。 

○
松
風 

 
 

松
林
に
吹
く
風
の
こ
と
。
南
朝
宋 

顏
延
之
の
「
拜
陵
廟
作
」
詩
に
「
松
風
遵
路
急
、

山
煙
冒
壠
生
。
」
（
『
文
選
』
巻
二
七
）
と
あ
る
。 

○
颯
颯 

 
 

風
が
さ
っ
と
ふ
く
音
の
形
容
。
「
颯
」
の
音
は
「
サ
ツ
」
。
『
楚
辞
』
九
歌 

山
鬼
に

「
風
颯
颯
兮
木
蕭
蕭
、
思
公
子
兮
徒
離
憂
。
」
と
あ
る
。 

○
飋
飋 

 
 

清
涼
な
さ
ま
。
王
延
壽
「
魯
靈
光
殿
賦
」
に
「
鴻
爌
炾
以
爣
閬
、
飋
蕭
條
而
清
泠
。
」
、

李
善
注
に
「
飋
蕭
條
、
清
涼
之
貌
。
」
（
『
文
選
』
巻
一
一
）
と
あ
る
。 

○
葉
點
塵 

 
 

こ
の
部
分
は
、
難
し
い
。「
點
塵
」
の
一
語
な
ら
ば
、
仏
教
語
で
「
恒
沙
」
と
対
に

な
る
、「
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
い
」
の
意
で
、
こ
の
部
分
の
意
味
と
し
て
不
自
然
さ

は
な
い
。
し
か
し
、
原
文
に
、
レ
点
と
送
り
仮
名
が
記
さ
れ
、「
塵
を
點
ず
」
と
読
ま

せ
て
い
る
た
め
「
點
塵
」
の
意
味
合
い
に
は
と
れ
な
い
。
個
々
の
字
義
に
お
い
て
こ

の
部
分
に
適
合
し
そ
う
な
も
の
は
、「
塵
」
は
「
汚
れ
」
、「
點
」
は
「
塗
り
つ
ぶ
し
て

消
す
」
で
あ
る
が
、
根
拠
と
な
る
表
現
を
見
出
せ
な
い
の
で
、
付
会
の
誹
り
を
免
れ

な
い
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
他
に
適
切
な
解
釈
を
で
き
な
い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
、
個
々

の
字
義
に
よ
っ
て
「
汚
れ
を
覆
い
消
す
」
と
解
釈
し
て
お
く
。 

○
春
朝
秋
夕 

 
 

春
の
朝
に
朝
日
を
眺
め
、
秋
の
夕
に
夕
月
を
眺
め
る
こ
と
。 

漢 

賈
誼
『
新
書
』

保
傅
に
「
三
代
之
禮
。
天
子
春
朝
朝
日
、
秋
暮
夕
月
、
所
以
明
有
敬
也
。
」
と
あ
る
。 

○
匈
匈 

 
 

乱
れ
て
騒
が
し
い
さ
ま
。
『
史
記
』
巻 

項
羽
本
紀
に
「
項
王
謂
漢
王
曰
、
天
下
匈

匈
數
歲
者
、
徒
以
吾
兩
人
耳
。
」
と
あ
る
。 

○
淡
蕩 

 
 

の
び
や
か
で
穏
や
か
な
さ
ま
。
唐 

陳
子
昂
「
與
東
方
左
史
虬
修
竹
篇
」
詩
に
「
春

風
正
淡
蕩
、
白
露
已
清
泠
。
」
と
あ
る
。 

○
琴
韻 

 
 

古
琴
の
音
。
唐 

許
渾
「
重
遊
飛
泉
觀
題
宿
龍
池
」
詩
に
「
松
葉
正
秋
琴
韻
響
、
菱

花
初
曉
鏡
光
寒
。
」
（
『
三
体
詩
』
所
収
）
と
あ
る
。 

○
蕭
条 
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清
涼
な
さ
ま
。
前
記
「
飋
飋
」
の
注
を
参
照
。 

○
響
雜 

 
 

響
き
が
ま
じ
り
あ
う
こ
と
。
用
例
と
し
て
は
、
南
朝 

陳
後
主
の
「
夜
亭
度
雁
賦
」

に
「
行
雜
響
時
亂
、
響
雜
行
時
散
。
」
（
『
初
学
記
』
巻
二
一
）
と
あ
る
。 

○
滌
灌 

 
 

「
滌
」
も
「
灌
」
も
、
水
で
洗
う
こ
と
。「
灌
滌
」
に
同
じ
。
こ
こ
は
洗
い
清
め
る

の
意
に
解
釈
す
る
。 

○
俗
耳 

 
 

俗
世
間
の
こ
と
を
聞
き
な
れ
た
耳
の
こ
と
。
唐 

韓
愈
の
「
縣
齋
讀
書
」
詩
に
「
哀

狖
醒
俗
耳
、
清
泉
潔
塵
襟
。
」
と
あ
る
。 

○
澆
胸
懐
矣 

 
 

「
澆
」
は
、
洗
い
流
す
こ
と
。
「
胸
懐
」
は
、
心
の
中
の
思
い
。
『
世
說
新
語
』
任

誕
篇
に
「
阮
籍
胸
中
壘
塊
、
故
須
酒
澆
之
。
」
と
あ
る
。 

○
華
表 

 
 

こ
こ
で
は
、
鳥
居
の
こ
と
。「
華
表
」
は
、
宮
殿
な
ど
の
参
道
の
入
り
口
に
置
か
れ

た
一
対
の
柱
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
「
華
表
」
を
鳥
居
と
訳
し
て
い
る
。 

○
當
對 

 
 

対
等
に
向
き
合
う
の
意
。『
世
說
新
語
』
文
學
篇
「
支
道
林
初
從
東
出
、
住
東
安
寺

中
。
王
長
史
宿
構
精
理
、
竝
撰
其
才
藻
、
往
與
支
語
、
不
大
當
對
。
」
と
あ
る
。 

○
大
島 

 
 

現
在
の
山
口
県
周
南
市
大
島
。
現
在
は
島
で
は
な
く
地
続
き
と
な
っ
て
い
る
。 

○
攢
峰 

 
 

密
集
し
た
山
の
峰
。
南
朝
齊 

孔
稚
珪
「
北
山
移
文
」
に
「
於
是
南
嶽
獻
嘲
、
北
壟

騰
笑
、
列
壑
爭
譏
、
攢
峰
竦
誚
。
」（
『
文
選
』
巻
四
三
。
ま
た
、『
古
文
真
宝
』
後
集
）

と
あ
る
。 

○
倒
嶺 

 
 

海
面
に
逆
さ
ま
に
映
る
嶺
の
こ
と
。
晋 

孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
或
倒
景
於
重

溟
、
或
匿
峰
於
千
嶺
。
」
と
あ
り
、
李
善
の
注
に
「
山
臨
水
而
影
倒
、
故
曰
倒
景
也
。
」
、

李
周
翰
の
注
に
「
景
、
影
。
重
、
深
。
溟
、
海
。
匿
、
藏
也
。
直
上
孤
立
曰
峯
、
平

高
而
長
曰
嶺
。
言
此
山
俯
以
臨
深
海
、
山
影
倒
在
水
中
、
其
峻
峯
逺
在
嶺
後
。
故
為

千
嶺
所
蔽
。
」
と
あ
る
（
『
文
選
』
巻
一
一
） 

○
岐 

 
 

険
し
く
傾
き
せ
ま
る
さ
ま
。「
岐
嶇
」
の
意
。
晋 

陸
機
「
謝
平
原
內
史
表
」
に
「
思

所
以
獲
免
、
陰
蒙
避
迴
、
岐
嶇
自
列
。
」
、
李
善
注
に
「
言
密
自
蒙
蔽
、
避
迴
冏
黨
、

岐
嶇
艱
阻
、
得
自
申
列
也
。
」
、
呂
延
濟
注
に
「
岐
嶇
、
傾
側
也
。
」（
『
文
選
』
巻
三
七
）

と
あ
る
。 

○
巍 

 
 

高
く
そ
び
え
る
さ
ま
。
漢 

張
衡
「
西
京
賦
」
に
「
疏
龍
首
以
抗
殿
、
狀
巍
峨
以
岌

嶪
。
」
と
あ
る
。 

○
㟅
崆 

 
 

「
㟅
」
の
音
は
「
ゴ
ウ
」
、「
崆
」
の
音
は
「
コ
ウ
」
。
山
の
高
く
険
し
い
さ
ま
。「
崆

㟅
」
に
同
じ
。
張
衡
「
南
都
賦
」
に
「
其
山
則
崆
㟅
嶱
嵑
、
嵣
㟐
嶚
剌
」
と
あ
り
、

李
善
の
注
に
「
崆
㟅
嶱
嵑
、
山
石
高
峻
之
貎
」
（
『
文
選
』
巻
四
）
と
あ
る
。 

○
峻
嶒 

 
 

険
し
く
聳
え
立
つ
さ
ま
。
南
朝
梁 

何
遜
「
渡
連
圻
」
詩
二
首 

其
一
に
「
懸
崖
抱

奇
崛
。
絕
壁
駕
峻
嶒
。
」
と
あ
る
。 

○
長
脩 

 
 

「
脩
長
」
に
同
じ
。
班
固
「
幽
通
賦
」
に
「
道
脩
長
而
世
短
兮
、
夐
冥
默
而
不
周
。
」

（
『
文
選
』
巻
一
四
）
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
言
天
道
長
遠
。
」
と
あ
る
。 

○
容
與 

 
 

原
文
の
傍
訓
に
「
ウ
子
リ
（
う
ね
り
）
」
。『
楚
辭
』
九
章
「
涉
江
」
に
「
船
容
與
而

不
進
兮
、
淹
回
水
而
凝
滯
。
」
と
あ
る
。 

○
屏
障 

 
 

屏
風
の
こ
と
。
唐 

白
居
易
「
重
題
别
東
樓
」
詩
に
「
湖
卷
衣
裳
白
重
疊
、
山
張
屏

障
綠
參
差
。
」
と
あ
る
。 

○
唳 
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鳥
が
鳴
く
こ
と
。
『
玉
篇
』
に
「
唳
、
鳥
鳴
也
」
と
あ
る
。 

○
箜
篌 

 
 

箜
篌
は
、
古
代
の
竪
琴
。
弦
の
数
は
、
二
十
三
。
正
倉
院
に
断
片
と
し
て
伝
わ
っ

て
い
る
。『
旧
唐
書
』
巻
二
九 

音
楽
志
に
「
豎
箜
篌
、
胡
樂
也
。
漢
靈
帝
好
之
。
」
と

あ
る
。 

○
塤
箎 

 
 

「
壎
箎
」
に
同
じ
。
「
塤
」
（
「
壎
」
）
は
卵
形
の
陶
器
笛
で
、
「
箎
」
は
竹
製
の
笛
。 

『
詩
経
』
小
雅
「
何
人
斯
」
に
「
伯
氏
吹
壎
、
仲
氏
吹
篪
。
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
土

曰
壎
、
竹
曰
篪
。
」
鄭
箋
に
「
伯
仲
、
喩
兄
弟
也
。
我
與
女
恩
如
兄
弟
、
其
相
應
和
如

壎
篪
、
以
言
俱
爲
王
臣
、
宜
相
親
愛
。
」
と
あ
る
。
ま
た
王
粲
「
贈
士
孫
文
始
」
詩
に

「
和
通
篪
塤
、
比
德
車
輔
。
」
と
あ
り
、
李
善
の
注
に
「
毛
萇
曰
、
土
曰
塤
、
竹
曰
篪
。
」

（
『
文
選
』
巻
二
三
）
と
あ
る
。 

○
祝
誦 

 
 

祝
詞
の
意
に
解
釈
す
る
。
「
誦
」
は
、
朗
誦
す
る
こ
と
ば
の
こ
と
。
『
詩
経
』
大
雅

「
烝
民
」
に
「
吉
甫
作
誦
、
穆
如
淸
風
。
」
鄭
箋
に
「
吉
甫
作
此
工
歌
之
誦
、
其
調
和

人
之
性
如
淸
風
之
養
萬
物
然
。
」
と
あ
る
。 

＊
以
上
、
遠
石
八
幡
宮
と
そ
の
周
囲
の
景
の
素
晴
ら
し
さ
を
述
べ
る
。 

 

○
霐
寥
窲 

 
 

原
文
の
傍
訓
に
「
ハ
ル
カ
ニ 
 
 

フ
カ
ク
」
。
霐
の
音
は
「
オ
ウ
」
、
寥
の
音
は
「
ギ

ョ
ウ
」
、
窲
の
音
は
「
ソ
ウ
」
。
王
延
壽
「
魯
靈
光
殿
賦
」
に
「
隱
陰
夏
以
中
處
、
霐

寥
窲
以
崢
嶸
。
」
李
善
注
に
「
霐
寥
窲
、
崢
嶸
、
皆
幽
深
之
貌
。
霐
、
烏
宏
切
。
寥
、

魚
夭
切
。
窲
、
音
巢
。
」
（
『
文
選
』
巻
十
一
）
と
あ
る
。 

○
褾
〈
衣
／
眇
〉 

 
 

原
文
の
傍
訓
に
「
ホ
ノ
カ
ニ
」
。
〈
衣
／
眇
〉
は
、
こ
ろ
も
へ
ん
に
眇
。
こ
の
文
字

は
、
異
体
字
の
辞
書
類
に
は
見
え
な
い
。
以
下
に
挙
げ
る
木
華
「
海
賦
」
に
「
群
仙

褾
眇
」
（
『
文
選
』
巻
十
二
）
と
あ
る
の
に
基
づ
き
、
上
の
「
褾
」
に
合
わ
せ
て
衣
偏

を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
意
味
は
、
同
音
の
畳
韻
語
、
「
瞟
眇
」
「
縹
緲
」
等
に
同

じ
く
、
果
て
し
な
く
遠
く
か
す
か
に
し
か
見
え
な
い
さ
ま
で
あ
ろ
う
。
王
延
壽
「
魯

霊
光
殿
賦
」
に
「
忽
瞟
眇
以
響
像
、
若
鬼
神
之
髣
髴
。
」
李
善
注
に
「
瞟
眇
、
視
不
明

之
貌
。
說
文
曰
、
瞟
、
睽
也
。
廣
雅
曰
、
眇
、
莫
也
。
」
、
呂
向
の
注
に
「
瞟
眇
、
猶

依
稀
也
。
言
此
形
象
依
稀
髣
髴
若
有
其
形
聲
。
」（
『
文
選
』
巻
十
一
）
と
あ
る
。
ま
た
、

木
華
「
海
賦
」
に
「
群
仙
褾
眇
、
餐
玉
清
涯
。
」
李
善
注
に
「
褾
眇
、
遠
視
之
貌
。
魯

靈
光
殿
賦
曰
、
忽
瞟
眇
以
響
像
。
」
（
『
文
選
』
巻
十
二
）
と
あ
る
。 

○
疆
度 

 
 

境
界
を
は
か
る
の
意
。
『
漢
書
』
巻
八
七
上 

揚
雄
伝
上
に
載
せ
る
揚
雄
の
「
甘
泉

賦
」
に
「
直
嶢
嶢
以
造
天
兮
、
厥
高
慶
而
不
可
虖
疆
度
」
と
あ
り
、
顏
師
古
の
注
に

「
疆
、
境
也
。
度
、
量
也
。
」
と
あ
る
。
な
お
、『
文
選
』
巻
七
の
「
甘
泉
賦
」
は
「
厥

高
慶
而
不
可
乎
彌
度
。
」
に
作
り
、
李
善
は
『
爾
雅
』
を
引
い
て
「
彌
、
終
也
」
と
注

し
、
続
け
て
「
言
高
不
可
終
竟
而
度
量
也
。
彌
、
或
爲
疆
。
」
と
注
す
る
。 

○
海
気
昏
昏
水
拍
天 

 
 

海
の
気
は
暗
く
た
ち
こ
め
て
波
は
天
の
果
て
を
打
つ
。「
昏
昏
」
は
暗
い
さ
ま
。
唐 

韓
愈
「
題
臨
瀧
寺 

」
詩
に
「
潮
陽
未
到
吾
能
說
、
海
氣
昏
昏
水
拍
天
。
」
と
あ
る
。 

○
扁
舟
箇
箇
浮
、
而
如
繫
于
蒙
蘢
之
樹
梢
者
也 

 
 

海
原
を
鬱
蒼
と
茂
る
森
林
の
樹
海
に
見
立
て
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
海
に
浮
か
ぶ
小
舟
を

木
の
枝
に
繋
が
れ
た
よ
う
だ
と
喩
え
る
表
現
。
「
蒙
籠
」
は
、
晋 

郭
璞
「
江
賦
」
に

「
石
帆
蒙
籠
以
蓋
嶼
、
蓱
實
時
出
而
漂
泳
。
」
（
『
文
選
』
巻
一
二
）
と
あ
る
。 

○
張
帆 

 
 

風
を
は
ら
ん
だ
帆
の
こ
と
。
唐 

李
白
「
贈
友
人
三
首 

其
二
」
詩
に
「
鑿
井
當
及

泉
、
張
帆
當
濟
川
。
」
と
あ
る
。 

○
得
風
濤
之
便
利 

 
 

風
波
に
助
け
ら
れ
る
こ
と
。
唐 

崔
塗
「
鸚
鵡
洲
即
事
」
詩
に
「
何
人
正
得
風
濤
便
、

一
點
輕
帆
萬
里
回
。
」
と
あ
る
。 

○
如
今 

 
 

い
ま
、
現
在
の
意
。
『
史
記
』
巻
七 

項
羽
本
紀
に
「
樊
噲
曰
、
大
行
不
顧
細
謹
、

大
禮
不
辭
小
讓
。
如
今
人
方
爲
刀
俎
、
我
爲
魚
肉
、
何
辭
爲
。
」
と
あ
る
。 
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○
嶴
何
津 

 
 

「
嶴
」
は
、
「
澳
」
に
同
じ
。
「
澳
」
は
、
港
湾
の
こ
と
で
あ
る
が
、
下
に
「
何
れ

の
津
（
＝
い
ず
こ
の
港
）
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
動
詞
に
読
み
、
入
港
す
る
、
あ
る

い
は
（
港
に
）
停
泊
す
る
の
意
に
解
釈
す
る
。「
澳
」
が
港
湾
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例

と
し
て
、
宋 
范
成
大
『
吳
船
錄
』
卷
下
に
「
江
爲
赤
壁
一
磯
所
攖
、
流
轉
甚
駛
、
水

紋
有
暈
、
散
亂
開
合
、
全
如
三
峽
。
郡
議
欲
開
澳
以
歸
宿
客
舟
、
未
決
。
」
と
あ
る
の

を
挙
げ
て
お
く
。 

○
碧
澥 

 
 

青
海
原
の
こ
と
。
「
澥
」
は
、
海
の
意
。
『
説
文
解
字
』
に
「
澥
、
郣
澥
，
海
之
別

也
。
」 

○
龡 

 
 

「
吹
」
の
古
字
。 

○
戲
魚
鱗
浪 

 
 

魚
の
鱗
が
き
ら
き
ら
と
波
に
戯
れ
る
よ
う
に
見
え
る
の
意
。
晋 

孫
綽
「
蘭
亭
詩 

二

首
」
其
二
に
「
鶯
語
吟
脩
竹
、
游
鱗
戲
瀾
濤
」
と
あ
る
。
ま
た
、
宋 

陸
游
「
東
門
外

遍
歷
諸
園
及
僧
院
觀
遊
人
之
盛
」
詩
に
「
微
風
蹙
水
魚
鱗
浪
、
薄
日
烘
雲
卵
色
天
。
」

と
あ
る
。 

○
四
時
噴
雪 

 
 

「
四
時
」
は
、
春
夏
秋
冬
の
こ
と
で
、
四
季
を
い
う
。
こ
こ
は
、「
四
季
を
通
じ
て

常
に
」
の
意
に
解
釈
す
る
。「
噴
雪
」
は
、
激
し
い
波
の
波
頭
が
、
連
な
る
山
々
が
雪

を
噴
い
た
よ
う
に
白
く
見
え
る
さ
ま
。
唐 

李
白
「
橫
江
詞
」
其
四
に
「
海
神
來
過
惡

風
迴
、
浪
打
天
門
石
壁
開
。
浙
江
八
月
何
如
此
、
濤
似
連
山
噴
雪
來
。
」
と
あ
る
。 

○
石
間
散
花 

 
 

流
れ
が
石
の
間
か
ら
あ
ふ
れ
ほ
と
ば
し
っ
て
花
び
ら
を
散
ら
す
か
の
よ
う
に
見
え

る
の
意
。
晋 

潘
岳
「
秋
興
賦
」
に
「
泉
湧
湍
於
石
間
兮
、
菊
揚
芳
於
崖
澨
。
」
（
『
文

選
』
巻
一
三
）
と
あ
り
、
ま
た
、
晋 

左
思
「
魏
都
賦
」
の
「
蘭
渚
莓
莓
、
石
瀬
湯
湯
。
」

の
劉
逵
注
に
「
石
瀬
、
湍
也
。
水
激
石
間
、
則
怒
成
湍
。
」（
『
文
選
』
巻
六
）
と
あ
る
。

「
散
花
」
は
、
南
朝
梁 

簡
文
帝
の
「
應
令
詩
」
に
「
遠
煙
生
兮
含
山
勢
、
風
散
花
兮

傳
馨
香
。
」
と
あ
る
。 

○
鯨
浦 

 
 

「
鯨
浦
」
は
、
鯨
の
寄
る
海
辺
の
こ
と
。「
鯨
浦
」
の
語
例
と
し
て
、
唐 

王
勃
「
乾

元
殿
頌
序
」
に
「
天
街
五
裂
、
截
鯨
浦
而
飛
芒
」
と
あ
る
の
を
挙
げ
る
辞
書
が
多
い

が
、
こ
の
例
で
の
「
鯨
浦
」
は
大
海
の
意
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
合
わ
な
い
。『
太
平
記
』

巻
四
に
「
虎
伏
野
辺
鯨
寄
浦
な
り
共
、
あ
こ
が
れ
ぬ
べ
き
心
地
し
け
れ
共
」
と
あ
り
、

『
毛
吹
草
』
に
も
「
と
ら
ふ
す
の
べ
に
つ
れ
、
く
じ
ら
よ
る
う
ら
に
ゆ
く
」
と
あ
る

の
が
意
識
に
あ
る
と
考
え
て
解
釈
し
た
。 

○
鷗
洲 

 
 

「
鷗
州
」
は
、
鷗
の
い
る
浜
辺
の
こ
と
。
唐 

韓
翃
「
送
客
歸
江
州
」
詩
に
「
客
舎

不
離
青
雀
舫
、
人
家
舊
在
白
鷗
洲
」
と
あ
る
。 

○
曝
腥
網 

 
 

「
曝
」
は
、
日
光
に
あ
て
て
乾
か
す
こ
と
。
「
腥
」
は
、
な
ま
ぐ
さ
い
こ
と
。
「
腥

網
」
は
、
漁
で
使
っ
た
魚
網
の
こ
と
。
用
例
と
し
て
は
、
宋 

董
嗣
杲
の
「
謝
村
」
詩

に
「
貧
衲
施
茶
營
屋
小
、
老
漁
曝
網
遶
籬
腥
。
」
と
見
え
る
。 

○
夕
曛 

 
 

夕
暮
に
残
っ
た
光
を
い
う
。
南
朝
宋 

謝
靈
運
「
晩
出
西
射
堂
」
詩
に
「
曉
霜
楓
葉

丹
、
夕
曛
嵐
氣
陰
。
」
（
『
文
選
』
巻
二
二
）
と
あ
る
。 

○
爚 

 
 

原
文
の
ル
ビ
に
「
モ
ヤ
ス
」
。『
史
記
』
巻
八
四 

屈
原
賈
生
列
傳
に
「
彌
融
爚
以
隱

處
兮
、
夫
豈
從
螘
與
蛭
螾
。
」
張
守
節
の
正
義
に
「
顧
野
王
曰
、
融
、
明
也
。
爚
、
光

也
。
」
と
あ
る
の
で
、
燃
や
し
て
輝
く
と
解
釈
す
る
。 

○
櫛
浜 

 
 

現
在
の
山
口
県
周
南
市
櫛
ヶ
浜
。 

○
綿
綿
纍
纍 

 
 

「
綿
綿
」
、「
纍
纍
」
、
と
も
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く
さ
ま
。『
詩
経
』
王
風
「
葛

藟
」
に
「
緜
緜
葛
藟
、
在
河
之
滸
。
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
緜
緜
、
長
不
絶
之
貌
。
」

と
あ
る
。
ま
た
、
『
禮
記
』
樂
記
に
「
纍
纍
乎
端
如
貫
珠
。
」
と
あ
る
。 
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○
九
里
松 

 
 

現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
浙
江
省
杭
州
市
西
湖
の
北
側
に
あ
っ
た
名
勝
。
九
里
雲

松
と
も
言
わ
れ
る
。
唐
代
に
杭
州
刺
史
で
あ
っ
た
袁
仁
敬
が
行
春
橋
か
ら
霊
隠
寺
、

三
天
竺
（
上
天
竺
寺
＝
法
喜
寺
、
中
天
竺
寺
＝
法
浄
寺
、
下
天
竺
寺
＝
法
鏡
寺
の
総

称
。
古
南
天
竺
寺
と
も
言
う
）
に
か
け
て
松
を
植
え
、
人
々
は
「
九
里
松
」
と
呼
ん

だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
（
「
里
」
は
、
唐
代
で
は
三
六
〇
歩
、
メ
ー
ト
ル
法
で
は
五
六
〇

ｍ
弱
。
九
里
は
、
五
ｋ
ｍ
ほ
ど
に
該
当
す
る
）
。
明 

田
汝
成
『
西
湖
遊
覧
志
』
巻
十 

北

山
勝
蹟
に
「
九
里
松
。
唐
刺
史
袁
仁
敬 

守
杭
、
植
松
以
達
靈
竺
、
凡
九
里
。
左
右
各

三
行
、
毎
行
相
去
八
九
尺
、
蒼
翠
夾
道
。
」
と
あ
る
。 

○
齊 

 
 

そ
ろ
っ
て
い
る
さ
ま
。
『
説
文
解
字
』
に
「
齊
、
禾
麦
吐
穗
上
平
也
。
」
と
あ
る
。 

○
鉸 

 
 

は
さ
み
。
こ
こ
で
は
、
は
さ
み
で
切
り
そ
ろ
え
る
こ
と
。
唐 

李
賀
の
「
五
粒
小
松

歌
」
に
「
綠
波
浸
葉
滿
濃
光
、
細
束
龍
髯
鉸
刀
剪
」
と
あ
る
。 

○
奎
踽 

 
 

ま
た
に
か
け
る
こ
と
。
張
衡
「
西
京
賦
」
に
「
袒
裼
戟
手
、
奎
踽
盤
桓
。
」
と
あ
り
、

薛
綜
の
注
に
「
奎
踽
、
開
足
也
。
」
（
『
文
選
』
巻
二
）
と
あ
る
。 

○
仙
島 

 
 

現
在
の
山
口
県
周
南
市
仙
島
。
河
合
裕
『
藩
史
』
巻
之
二 

御
制
法
御
勘
法
之
部 

御

領
内
地
名
替
之
事
の
項
に
「
正
徳
三
年
癸
巳
五
月
十
九
日
弥
地 

 
 

夜
市
ニ
御
改
、
瀬

島 
 
 

仙
島
ニ
御
改
」（
正
徳
三
年
は
、
一
七
一
三
年
。「
仙
島
」
に
「
セ
ン
シ
マ
」
と

ル
ビ
）
と
あ
る
。
こ
の
「
遠
石
記
」
は
、
寳
永
二
（
一
七
○
五
）
年
に
書
か
れ
て
い

る
の
で
、
正
式
に
改
め
ら
れ
る
八
年
前
に
、
す
で
に
元
次
は
「
仙
島
」
と
呼
ん
で
い

た
こ
と
に
な
る
。
（
後
の
「
金
崎
」
の
注
を
参
照
） 

○
黒
髪
嶼 

現
在
の
山
口
県
周
南
市
黒
髪
島
。
「
嶼
」
は
、
小
島
の
意
。 

○
大
津 

現
在
の
山
口
県
周
南
市
大
津
島
。 

○
金
崎 

 
 

現
在
の
山
口
県
周
南
市
大
津
島
馬
島
金
崎
。『
地
下
上
申
』
大
津
島
村
の
項
に
「
馬

島
」
の
名
は
見
え
る
が
、
地
名
と
し
て
の
金
崎
の
記
載
は
な
い
。
し
か
し
、
元
次
の

選
ん
だ
「
松
屋
十
八
景
」
の
一
つ
に
も
「
金
崎
漁
舟
」
と
あ
っ
て
、「
金
崎
」
と
い
う

地
名
を
元
次
が
意
識
し
て
使
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
地
下
上
申
』
大
津

島
村 

の
大
津
島
之
内
小
村
小
名
寄
の
項
に
は
「
馬
島
」
と
い
う
地
名
の
由
来
を
「
但

往
古
ま
き
馬
有
之
た
る
由
、
其
故
ニ
か
馬
島
と
申
な
ら
ハ
し
候
由
申
傳
候
事
」
と
記

す
。
前
の
「
仙
島
」
の
例
も
含
め
、
元
次
は
、
雅
意
を
感
じ
さ
せ
る
名
称
を
用
い
よ

う
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

○
西
南 

 
 

単
純
に
方
位
を
い
う
の
で
は
な
く
、
上
の
「
奎
踽
」
に
呼
応
し
て
、「
西
か
ら
南
に

（
か
け
て
）
」
の
意
に
解
釈
す
る
。 

○
加
復 

 
 

原
文
の
ル
ビ
に
「
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
」
。
「
そ
う
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
（
、
さ

ら
に
加
え
て
）
」
の
意
。 

○
嶠 

 
 

山
の
鋭
く
高
い
さ
ま
。
晋 

郭
璞
「
江
賦
」
に
「
衡
霍
磊
落
以
連
鎮
、
巫
廬
嵬
魚
鬼

崫
危
勿
而
比
嶠
。
」
と
あ
り
、
李
善
は
『
爾
雅
』
釋
山
を
引
い
て
「
山
銳
而
高
曰
嶠
」

と
注
す
る
（
『
文
選
』
巻
一
二
）
。 

○
贔
屓 

 
 

力
を
起
こ
す
さ
ま
。
漢 

張
衡
「
西
京
賦
」
に
「
綴
以
二
華
、
巨
靈
贔
屓
、
高
掌
遠

蹠
、
以
流
河
曲
、
厥
跡
猶
存
。
」
と
あ
り
、
薛
綜
の
注
に
「
贔
屓
、
作
力
之
貌
也
。
」

と
あ
る
。（
『
文
選
』
巻
二
。
な
お
、
李
善
注
本
は
「
贔
屓
」
を
「
贔
屭
」
に
作
る
が
、

こ
こ
は
六
臣
注
本
の
和
刻
本
『
文
選
』
に
従
う
。
和
刻
本
『
文
選
』
は
、
汲
古
書
院

刊
の
影
印
本
） 

○
兀
起
焉 

 
 

高
く
聳
え
る
さ
ま
。
宋 

蘇
軾
「
犍
為
王
氏
書
樓
」
詩
に
「
樹
林
幽
翠
滿
山
谷
、
樓

觀
突
兀
起
江
濱
。
」
と
あ
る
。 
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○
稠
人 

 
 

多
く
の
人
。『
史
記
』
巻
一
〇
七 

魏
其
武
安
侯
列
伝
に
「
稠
人
廣
眾
、
薦
寵
下
輩
。

士
亦
以
此
多
之
。
」
と
あ
る
。 

○
逸
遊 

 
 

気
ま
ま
に
遊
ぶ
こ
と
。
晋 

潘
岳
「
西
征
賦
」
に
「
縱
逸
遊
於
角
觝
、
絡
甲
乙
以
珠

翠
。
」
（
『
文
選
』
巻
一
〇
）
と
あ
る
。 

○
魯
陽
之
戈 

 
 

中
国
の
戦
国
時
代
、
楚
の
魯
陽
公
が
西
に
沈
み
か
け
た
日
を
矛
で
さ
し
ま
ね
い
て

呼
び
返
し
た
故
事
に
よ
る
。『
淮
南
子
』
覽
冥
訓
に
「
魯
陽
公
與
韓
搆
難
、
戰
酣
日
暮
、

援
戈
而
撝
之
、
日
爲
之
反
三
舍
。
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
は
晋 

左
思
「
吳
都
賦
」

に
「
酣
湑
半
、
八
音
幷
、
歡
情
留
、
良
辰
征
、
魯
陽
揮
戈
而
高
麾
、
迴
曜
靈
於
太
淸
、

將
轉
西
日
而
再
中
、
齊
既
往
之
精
誠
。
」
と
あ
り
、
劉
逵
注
に
「
此
言
酣
飲
與
音
樂
、

蓋
是
其
中
半
幷
會
之
際
、
歡
情
之
所
以
留
連
、
良
辰
之
所
以
覺
也
。
故
追
述
魯
陽
迴

日
之
意
、
而
將
轉
西
日
於
中
盛
之
時
、
以
適
己
之
盛
觀
也
。
」（
『
文
選
』
巻
五
）
と
あ

る
の
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
思
う
。 

○
誰
昔 

 
 

そ
の
む
か
し
。
原
文
の
ル
ビ
に
「
ソ
ノ
カ
ミ
」
。「
誰
」
は
発
語
の
辞
。『
詩
經
』
陳

風
「
墓
門
」
に
「
知
而
不
已
、
誰
昔
然
矣
。
」
と
あ
り
、
鄭
箋
に
「
誰
昔
、
昔
也
。
」

孔
穎
達
の
疏
に
「
郭
璞
曰
、
誰
、
發
語
辭
。
」
、
朱
熹
集
伝
は
「
誰
昔
、
疇
昔
也
。
」
と

す
る
。 

＊
以
上
、
遠
石
八
幡
宮
を
取
り
巻
く
遠
景
の
素
晴
ら
し
さ
を
述
べ
る
。 

 
 

な
お
、
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、
前
掲
の
「
防
州
都
濃
郡
八
幡
遠
石
別
宮
之
縁
起
」

（
『
徳
山
市
史
史
料
』
下
冊
六
四
頁
下
〜
六
五
頁
下
）
に
、
「
和
銅
元
年
二
月
七
日
に

始
而
宮
殿
を
造
立
し
て
八
幡
遠
石
別
宮
と
号
け
奉
り
、
神
主
神
人 

野
上
景
直 

同
直

次 

従
ひ
来
て
仕
へ
奉
り
、
毎
年
八
月
十
五
日
に
祭
礼
を
執
行
、
其
麓
に
市
を
立
て
、

則
其
所
を
遠
石
村
と
号
け
た
り
。
其
霊
地
の
佳
景
を
謂
ハ
、
後
は
青
山
峨
峨
と
し
て 

白
雲 

峯
に
横
り
、
前
は
蒼
海
渺
渺
と
し
て 

碧
浪 

天
に
翻
へ
り
、
右
は
石
壇 

壁
に

削
り
、
左
は
槐
樹 

枝
を
連
ね
た
り
。
西
嶺
に
は
千
秋
の
雪
を
戴
き
、
南
浦
に
は
万
里

の
船
を
繋
。
朝
に
は
平
沙
に
鴈
陳
を
張
、
暮
に
ハ
江
村
に
漁
火
を
焼
、
清
々
た
る
月

影
は
常
燈
乃
光
明
を
継
、
颯
々
た
る
松
風
は
宜
禰
か
鈴
の
声
を
添
。
抑 

此
宮
ハ
日
本

四
所
乃
八
幡
に
し
て
当
国
の
鎮
守
な
り
。
信
心
を
凝
し
て
一
度
此
山
に
登
る
者
は
所

願
成
就
せ
す
と
云
事
な
し
。
」
と
あ
る
の
を
挙
げ
て
お
く
。
「
遠
石
記
」
の
記
述
と
比

較
す
る
に
、
元
次
が
「
防
州
都
濃
郡
八
幡
遠
石
別
宮
之
縁
起
」
を
知
っ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。 

 

○
中
秋
之
望
祭
於
神
、
舁
輿
移
別
壇
、
輿
前
射
禮
揖
譲
行
神
事 

 
 

「
中
秋
之
望
」
は
、
旧
暦
八
月
十
五
日
。『
徳
山
市
史
史
料
』
下
冊
六
六
ペ
ー
ジ
下

～
六
七
ペ
ー
ジ
上
に
載
せ
る
「
書
付
」
に
「
一 

当
社
毎
歳
八
朔
鎮
齋
、
八
月
十
五

日
祭
礼
、
神
幸
射
礼
祭
市
等
有
之
來
候
、
其
外
年
中
行
事
数
ヶ
度
有
之
事
」
と
あ
る
。

舁
輿
」
は
、
神
輿
を
担
ぐ
こ
と
。「
舁
」
は
、
担
ぎ
あ
げ
る
。『
説
文
解
字
』
に
「
舁
、

共
擧
也
。
」
と
あ
る
。
「
別
壇
」
は
、
浜
の
御
旅
所
に
設
け
ら
れ
た
壇
。
「
射
禮
」
は
、

神
前
に
お
い
て
弓
の
試
合
を
す
る
こ
と
。「
揖
譲
」
は
、
手
を
胸
の
前
で
組
み
合
わ
せ
、

先
を
譲
る
こ
と
。
謙
遜
の
礼
。『
論
語
』
八
佾
篇
に
「
子
曰
、
君
子
無
所
爭
。
必
也
射

乎
、
揖
讓
而
升
下
。
而
飮
。
其
爭
也
君
子
。
」
と
あ
る
。 

○
觀
者
如
堵 

 
 

非
常
に
多
く
の
見
物
す
る
者
た
ち
が
垣
根
の
よ
う
に
取
り
囲
ん
で
い
る
こ
と
。『
禮

記
』
射
義
に
「
孔
子
射
於
矍
相
之
圃
、
蓋
觀
者
如
堵
牆
。
」
と
あ
る
。 

○
算
日
程
十
有
五
日 

 
 

中
秋
の
望
祭
の
あ
と
、
十
五
日
の
日
数
を
数
え
る
間
の
意
。 

○
市
鄽 

 
 

市
場
の
店
。「
鄽
」
は
、
店
舗
の
こ
と
。
後
の
「
萬
商
淵
巨
千
財
貨
山
積
」
の
注
を

参
照
。 

○
沙
湾 

 
 

湾
曲
し
た
砂
浜
。
遠
石
八
幡
宮
境
内
之
圖
」（
前
記
「
前
磴
」
の
注
を
参
照
）
に
は

参
道
か
ら
山
陽
道
を
横
切
っ
て
海
に
面
し
た
側
に
大
き
く
張
り
出
し
た
埋
立
地
ら
し

き
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
射
礼
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
に
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市
が
開
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

○
比
如
櫛 

 
 

び
っ
し
り
と
並
ん
で
い
る
さ
ま
。『
詩
経
』
周
頌
「
良
耜
」
に
「
其
崇
如
墉
、
其
比

如
櫛
。
」
と
あ
り
、
毛
傳
に
「
墉
、
城
也
。
」
、
鄭
箋
に
「
草
穢
既
除
而
禾
稼
茂
、
禾
稼

茂
而
穀
成
熟
、
穀
成
熟
而
積
聚
多
。
如
墉
也
、
如
櫛
也
、
以
言
積
之
高
大
、
且
相
比

迫
也
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
朱
熹
集
傳
は
「
櫛
理
髪
器
、
言
密
也
。
」
と
注
す
る
。 

○
監
市
之
所
司
、 

 
 

「
監
市
」
は
、
市
の
売
買
を
監
督
す
る
役
人
。『
荘
子
』
知
北
遊
篇
に
「
正
獲
之
問

於
監
市
履
狶
也
、
每
下
愈
況
。
」
と
あ
る
。
「
所
司
」
は
、
役
人
の
長
の
こ
と
。 

○
仗
衞 

 
 

杖
を
手
に
監
督
警
戒
の
た
め
に
常
駐
す
る
兵
。『
資
治
通
鑑
』
陳 

宣
帝 

太
建
十
二

年
に
「
堅
潛
令
賁
部
伍
仗
衛
、
因
召
公
卿
、
謂
曰
、
欲
求
富
貴
者
宜
相
隨
。
」
胡
三
省

の
注
に
「
仗
衛
、
執
仗
而
宿
衛
之
兵
也
。
」
と
あ
る
。 

○
經
緯 

 
 

秩
序
の
喩
え
。
こ
こ
は
秩
序
立
て
て
治
め
る
こ
と
。『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
五

年
に
「
禮
、
上
下
之
紀
、
天
地
之
經
緯
也
。
」
孔
穎
達
の
疏
に
「
言
禮
之
於
天
地
、
猶

織
之
有
經
緯
、
得
經
緯
相
錯
乃
成
文
、
如
天
地
得
禮
始
成
就
。
」
と
あ
る
。 

○
容
目
瞳 

 
 

「
容
」
は
、
入
れ
る
。「
目
瞳
」
は
、「
瞳
」
の
こ
と
。『
孟
子
』
離
婁
上
に
「
孟
子

曰
、
存
乎
人
者
、
莫
良
於
眸
子
。
眸
子
不
能
掩
其
惡
。
」
と
あ
り
、
趙
岐
の
注
に
「
眸

子
、
目
瞳
子
也
」
と
あ
る
。 

○
廻
旋 

 
 

何
度
も
巡
回
す
る
こ
と
。
宋 

蘇
軾
「
遊
徑
山
」
詩
に
「
衆
峰
來
自
天
目
山
、
勢
若

駿
馬
奔
平
川
。
中
塗
勒
破
千
里
足
、
金
鞭
玉
鐙
相
回
旋
。
」
と
あ
る
。 

○
見
督 

 
 

監
督
す
る
こ
と
。『
南
斉
書
』
巻
一
四 

州
郡
志
上
に
載
せ
る
、
晋 

何
無
忌
「
以
竟

陵
還
荊
州
表
」
に
「
又
司
州
弘
農
、
揚
州
松
滋
二
郡
、
寄
尋
陽
、
人
民
雜
居
、
宜
竝

見
督
。
」
と
あ
る
。 

○
萬
商
淵
巨
千
財
貨
山
積 

 
 

多
く
の
人
や
も
の
が
集
ま
り
、
お
び
た
だ
し
い
財
貨
が
山
の
よ
う
に
積
み
上
が
る

の
意
。
晋 

左
思
「
蜀
都
賦
」
に
「
市
鄽
所
會
、
萬
商
之
淵
。
列
隧
百
重
、
羅
肆
巨
千
、

賄
貨
山
積
、
纖
麗
星
繁
。
」
と
あ
り
、
李
周
翰
の
注
に
「
言
市
鄽
之
衆
、
商
賈
如
淵
。

隧
、
市
中
道
。
肆
、
鋪
也
。
羅
列
百
重
。
巨
千
、
言
多
也
。
賄
貨
、
財
帛
也
。
纎
麗
、

細
好
之
物
。
山
積
星
繁
、
衆
盛
貌
。
」
（
『
文
選
』
巻
四
）
と
あ
る
。 

○
貿
易 

交
易
の
こ
と
。
『
史
記
』
巻
一
二
九 

貨
殖
列
傳
に
「
以
物
相
貿
易
、
腐
敗
而
食
之
貨

勿
留
、
無
敢
居
貴
。
」
と
あ
る
。 

○
蜂
聚
蟻
同 

 
 

蜂
の
よ
う
に
蟻
の
よ
う
に
集
ま
り
群
が
る
こ
と
。
漢 

馬
融
「
長
笛
賦
」
に
「
踾
踧

攢
仄
、
蜂
聚
蟻
同
。
」
と
あ
り
、
李
周
翰
の
注
に
「
踾
踧
攢
仄
蜂
聚
蟻
同
、
並
聲
相
擊

多
貌
。
」
（
『
文
選
』
巻
一
八
）
と
あ
る
。 

○
讙
呼 

 
 

や
か
ま
し
く
叫
び
合
う
声
の
こ
と
。
『
後
漢
書
』
巻
一
一 

劉
盆
子
伝
に
「
盆
子
居

長
東
宮
、
諸
將
日
會
論
功
、
爭
言
讙
呼
、
拔
劍
擊
柱
、
不
能
相
一
。
」
と
あ
る
。 

○
窮
日
力
息 

 
 

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
力
を
使
い
果
た
し
て
か
ら
休
息
す
る
の
意
。『
孟
子
』
公

孫
丑
下
に
「
去
、
則
窮
日
之
力
而
後
宿
哉
」
と
あ
り
、
趙
岐
の
注
に
「
極
日
力
而
宿
。
」

と
あ
る
。 

○
俳
優
鋪
戲
劇
之
場 

 
 

「
俳
優
」
は
、
役
者
（
ま
た
歌
舞
伎
役
者
）
。「
鋪
」
は
、「
舗
」
の
正
字
で
、
し
き

連
ね
る
の
意
。『
詩
経
』
大
雅
「
常
武
」
に
「
鋪
敦
淮
濆
、
仍
執
醜
虜
」
と
あ
る
。「
戲

劇
之
場
」
は
、
芝
居
小
屋
。
こ
こ
は
「
歌
舞
伎
役
者
た
ち
が
芝
居
小
屋
を
開
く
」
と

解
釈
し
た
。 

 
 

河
合
裕
『
藩
史
』
巻
之
七 

雑
事
之
部 

「
遠
石
町
芝
居
之
事
」
の
項
に
「
寛
文
四

（
一
六
六
四
）
年
甲
辰
八
月
遠
石
八
幡
宮
祭
市
歌
舞
伎
始
、
是
よ
り
毎
歳
興
行
今
年

長
州
下
ノ
関
女
歌
舞
伎
來
」（
『
徳
山
市
史
史
料
』
上
冊
七
三
五
ペ
ー
ジ
下
）
と
あ
り
、
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芝
居
小
屋
で
上
演
さ
れ
た
の
は
歌
舞
伎
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
外
に
小

芝
居
な
ど
も
上
演
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
同
書
（
『
藩
史
』
）
の
巻
之
一 

公
室
之
部
「
於

御
館
遠
石
芝
居
御
見
物
之
事
」
の
項
（
『
徳
山
市
史
史
料
』
上
冊 

四
七
九
ペ
ー
ジ
上
）

に
は
、
元
次
が
藩
主
と
な
る
前
、
元
賢
の
時
代
の
三
度
を
含
め
、
改
易
以
前
に
以
下

に
列
挙
す
る
「
御
見
物
」
が
行
わ
れ
、
小
芝
居
や
軽
業
を
藩
主
が
御
覧
に
な
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
な
お
、
理
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
引
用
列
挙
し
た
本
文
中
に
西
暦

を
書
き
加
え
た
。 

 
 

一 
 

貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
丁
卯
八
月
廿
一
日
御
城
御
書
院
ニ
お
ゐ
て
遠
石
芝 

 
 
 
 

居
元
賢
公
御
見
物 

 
 

一 
 

元
祿
二
（
一
六
八
九
）
年
己
巳
八
月
廿
三
日
同
断 

 
 

一 
 

同
年
九
月
朔
日
遠
石
小
芝
居
軽
業
於
御
書
院
御
庭
興
行
、
同
公
御
覧 

 
 

一 
 

元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
辛
未
八
月
廿
五
日
遠
石
芝
居
御
書
院
ニ
而
元
次
公 

 
 
 
 

御
見
物 

 
 

一 
 

元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
癸
酉
九
月
七
日
大
芝
居
同
月
九
日
小
芝
居
右
同
断 

 
 

一 
 

宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
己
丑
十
二
月
朔
日
大
芝
居
右
同
断 

 
 

一 
 

正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
辛
卯
八
月
十
八
日
右
同
断 

○
雜
遝 

 
 

原
文
の
ル
ビ
「
サ
ツ
タ
フ
」
、
傍
訓
に
「
ヲ
ヽ
フ
ク
」
。「
多
く
の
人
で
混
雑
す
る
」
、

「
多
く
の
人
が
密
集
す
る
」
の
意
。
傍
訓
に
沿
う
用
例
は
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、「
往

復
」
の
意
を
加
味
し
て
解
釈
し
た
。
漢 

揚
雄
「
甘
泉
賦
」
に
「
長
幼
雜
遝
以
交
集
、

士
女
頒
斌
而
咸
戾
。
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
雜
遝
、
衆
多
貌
也
」
（
『
文
選
』
巻
七
）

と
あ
る
。 

○
灌
叢 

 
 

原
文
の
傍
訓
に
「
ア
ツ
マ
リ
」
。
晋 

左
思
「
吳
都
賦
」
に
「
洪
桃
屈
盤
、
丹
桂
灌

叢
。
」
と
あ
り
、
劉
逵
注
に
「
所
在
叢
聚
、
無
他
雜
木
也
。
」
（
『
文
選
』
巻
五
）
と
あ

る
。 

○
星
離 

 
 

夜
空
に
輝
く
星
の
よ
う
に
多
い
さ
ま
。
郭
璞
「
江
賦
」
に
「
雹
布
餘
糧
、
星
離
沙

鏡
。
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
雹
布
・
星
離
、
言
眾
多
也
。
」
（
『
文
選
』
巻
一
二
）
と

あ
る
。 

○
彎
橋
在
市
井
中
、
跨
兩
岸 

 
 

旧
山
陽
道
を
遠
石
八
幡
宮
の
参
道
を
右
手
に
見
な
が
ら
西
へ
向
か
う
と
、
遠
石
の

町
を
東
西
に
分
け
る
梅
花
川
に
橋
が
か
か
っ
て
い
て
、
橋
を
渡
る
と
す
ぐ
に
影
向
石

が
右
手
に
見
え
る
。
「
彎
橋
」
は
、
こ
の
橋
の
こ
と
で
あ
り
、
「
彎
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
時
は
反
り
橋
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

○
憧
憧 

 
 

人
の
往
来
が
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
さ
ま
。『
易
経
』
咸
卦
に
「
九
四
。
憧
憧
往
来
、

朋
從
爾
思
」
と
あ
る
。 

○
躘
蹱 

 
 

「
躘
踵
」
に
同
じ
。
幼
い
子
が
歩
く
さ
ま
、
老
人
が
歩
く
さ
ま
の
意
。
こ
こ
は
、

家
に
帰
る
大
勢
の
人
々
が
混
雑
の
た
め
に
、
も
た
も
た
と
し
か
進
め
な
い
様
子
を
い

う
。
『
廣
韻
』
に
「
蹱
、
躘
蹱
、
小
兒
行
皃
」
と
あ
る
。
ま
た
、
唐 

盧
仝
の
「
自
詠

三
首 

 

其
二
」
詩
に
「
盧
子
躘
踵
也
、
賢
愚
總
莫
驚
。
」
と
あ
る
。 

＊
以
上
、
遠
石
八
幡
宮
の
祭
事
の
盛
大
で
賑
や
か
な
様
子
を
述
べ
る
。
な
お
、『
徳
山

市
史
史
料
』
下
冊 

五
八
ペ
ー
ジ
上
に
載
せ
る
奈
古
屋
梅
翁
の
「
遠
石
八
幡
宮
祭
礼
記
」

は
、「
遠
石
記
」
の
こ
の
部
分
の
記
述
に
酷
似
し
て
い
る
。
本
来
な
ら
比
較
検
討
を
加

え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
長
文
で
も
あ
り
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
い
ま
、
指
摘

の
み
に
と
ど
め
て
お
く
。 

 

○
天
鍾
秀
美
于
茲
、 

天
が
す
ぐ
れ
て
美
し
い
も
の
を
こ
の
地
に
集
め
た
の
意
。
唐 

柳
宗
元
「
邕
州
柳
中
丞

作
馬
退
山
茅
亭
記
」
に
「
蓋
天
鍾
秀
於
是
、
不
限
於
遐
裔
也
。
」
と
あ
る
。
「
秀
美
」

は
、
す
ぐ
れ
て
麗
し
い
も
の
。
宋 

蘇
軾
「
南
行
前
集
序
」
に
、
「
而
山
川
之
秀
美
、

風
俗
之
朴
陋
、
賢
人
君
子
之
遺
跡
、
與
凡
耳
目
之
所
接
者
、
雜
然
有
觸
於
中
、
而
發

於
詠
歎
。
」
と
あ
る
。 

○
環
抱 
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ぐ
る
り
と
取
り
囲
む
こ
と
。
用
例
と
し
て
は
、
唐 

符
載
「
襄
陽
張
端
公
西
園
記
」

に
「
峴
山
漢
水
、
環
抱
里
閈
。
」
と
あ
る
。 

○
啓
景
乎
神
封 

 
 

「
啓
」
は
、
ひ
ら
く
こ
と
。
「
景
」
は
、
優
れ
た
景
勝
の
意
。
「
神
封
」
は
、
神
が

そ
こ
に
い
る
た
め
の
地
の
意
。
こ
こ
は
、
遠
石
の
地
を
指
す
。
南
朝
宋 

王
叔
之
の
「
遊

羅
浮
山
」
詩
に
「
菴
靄
靈
岳
、
開
景
神
封
。
」
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
七
、
『
古
詩
類
苑
』

巻
一
二
）
と
あ
る
。 

○
丹
青 

 
 

画
工
の
こ
と
。
三
國
魏 

曹
丕
「
與
孟
達
書
」
に
「
故
丹
靑
畫
其
形
容
、
良
史
載
其

功
勳
。
」
と
あ
る
。 

○
景
想 

 
 

慕
わ
し
く
思
う
こ
と
。『
新
唐
書
』
巻
一
○
二 
姚
思
廉
伝
に
「
時 

思
廉 

在
洛
陽
、

遣
使
遺
物
三
百
段
、
致
書
曰
、
景
想
節
義
、
故
有
是
贈
。
」
と
あ
る
。 

○
潤
色 

 
 

美
し
く
飾
る
こ
と
。
『
論
語
』
憲
問
篇
に
「
爲
命
、
裨
諶
草
創
之
、
世
叔
討
論
之
、

行
人
子
羽
修
飾
之
、
東
里
子
産
潤
色
之
。
」
と
あ
る
。 

○
逼
真 

 
 

真
実
そ
の
ま
ま
に
迫
る
こ
と
。
唐 

韓
愈
「
春
雪
間
早
梅
」
詩
に
「
那
是
俱
疑
似
、

須
知
兩
逼
真
。
」
と
あ
る
。 

○
登
臨 

 
 

高
き
に
登
っ
て
河
川
（
あ
る
い
は
海
）
を
前
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
遊
覧
す
る
こ

と
。
『
楚
辭
』
九
辯
に
「
憭
慄
兮
若
在
遠
行
、
登
山
臨
水
兮
送
將
歸
。
」
と
あ
る
。 

○
萬
頃 

 
 

海
や
土
地
が
非
常
に
広
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
ど
こ
ま
で
も
広
い
海
に
解
釈
す
る
。

宋 

范
仲
淹
「
岳
陽
楼
記
」
に
「
至
若
春
和
景
明
、
波
瀾
不
驚
、
上
下
天
光
、
一
碧
萬

頃
。
」
と
あ
る
。 

○
有
聲
之
画 

 
 

詩
の
こ
と
。
画
を
「
無
聲
詩
」
と
い
う
の
に
対
し
て
い
う
。
宋 

蘇
軾
「
和
文
與
可

洋
川
園
池 

 
 

溪
光
亭
」
詩
に
「
溪
光
自
古
無
人
畫
、
憑
仗
新
詩
與
寫
成
」
と
あ
り
、

宋 

施
元
之
注
に
「
『
古
詩
話
』
、
詩
人
以
畫
爲
無
聲
詩
、
詩
爲
有
聲
畫
。
」
と
あ
る
。 

○
紙
生
毛 

 
 

紙
が
毛
を
生
じ
て
筆
跡
が
読
み
取
れ
な
い
こ
と
。
五
代 

王
定
保
の
『
唐
摭
言
』
巻

一
○
に
「
劉
魯
風
投
謁
所
知
、
為
典
謁
所
阻
、
因
有
詩
曰
、
無
錢
乞
與
韓
知
客
、
名

紙
生
毛
不
為
通
。
」
と
あ
る
。 

○
徒
然 

 
 

空
っ
ぽ
で
何
も
で
き
な
い
さ
ま
。
南
朝
梁 

任
昉
「
爲
范
始
興
作
求
立
太
宰
碑
表
」

に
「
瞻
彼
景
山
、
徒
然
望
慕
。
」
と
あ
り
、
李
周
翰
注
に
「
言
藩
府
士
女
、
皆
積
懷
素

筆
、
瞻
望
王
之
景
行
、
空
然
思
慕
、
願
欲
立
碑
」
（
『
文
選
』
巻
三
八
）
と
あ
る
。 

○
口
囁
嚅 

 
 

言
葉
を
発
し
よ
う
と
し
て
何
も
言
え
な
い
さ
ま
。
唐 

韓
愈
「
送
李
願
歸
盤
谷
序
」

に
「
伺
候
於
公
卿
之
門
、
奔
走
於
形
勢
之
途
、
足
將
進
而
趑
趄
、
口
將
言
而
囁
嚅
。
」

（
『
古
文
真
宝
』
後
集
所
収
）
と
あ
る
。 

○
嗟
歎 

 
 

感
嘆
す
る
こ
と
。
感
嘆
し
て
声
を
上
げ
る
が
本
来
の
意
味
で
あ
る
が
、
上
の
「
口

囁
嚅
」
に
照
ら
し
て
「
感
嘆
す
る
」
の
意
に
解
釈
す
る
。『
毛
詩
』
大
序
に
「
言
之
不

足
、
故
嗟
歎
之
。
」
と
あ
る
。 

＊
以
上
、
遠
石
へ
の
賛
美
を
述
べ
て
ま
と
め
と
す
る
。 

 

○
寶
永
二
龍
集 

 
 

宝
永
二
年
。
西
暦
一
七
〇
四
年
。「
龍
集
」
は
、
歳
次
の
こ
と
。「
龍
」
は
、
木
星
。

「
集
」
は
、
宿
る
の
意
。
木
星
が
、
一
年
に
十
二
次
の
一
次
だ
け
移
動
す
る
こ
と
か

ら
、
一
年
を
「
龍
集
」
と
い
う
。 

○
江
元
次 

 
 

毛
利
元
次
。
毛
利
氏
の
祖
は
、
大
江
匡
房
で
あ
る
の
で
「
江
」
姓
を
名
乗
る
。 
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